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i-Construction取組事例

１．3次元測量・設計
２．ICT施工（ICT建機の活用のみを行ったものも含む）
３．BIM/CIM
４．プレキャスト活用等の全体最適化により生産性向上に顕著な成
果が得られたもの

５．新技術活用のより生産性向上に顕著な成果が得られたもの

６．ICTを活用した施工管理・工程管理
７．i-Constructionに係る担い手確保・人材育成
８．デジタル技術を活用し生産性向上に関し創意工夫に努めたもの

９．建設現場の生産性向上に顕著な成果が得られたもの
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１．3次元測量・設計
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GNSS測量（基準点確認）
GNSS（Global Navigation Satellite System）は人工衛星
を使用し、一般的にカーナビやスマホにも利用されている
位置情報システム。GNSS測量は人工衛星から送信された電
波を測量用受信機で観測して、そのデータを組み合わせ解
析し測量するもの。

人工衛星

基地局

移動局
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UAV測量機

UAV測量にはこのような無人航空機（UAV：Unmanned Aerial Vehicle 通称ドローン）を使用
する。

無人航空機（UAV ドローン）

カメラ

コントローラー
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１．3次元測量・設計

出来形測量の３次元UAV写真測量の実施。
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１．3次元測量・設計

現場吹付法枠の出来形
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１－４．切土法面の出来形（ヒートマップの作成）及び現場吹付法枠の出来形

１．3次元測量・設計

切土法面の出来形（ヒートマップの作成）
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１－５．現場吹付法枠の出来形ICT化の効果

１．3次元測量・設計

表-3 ICT現場吹付法枠工

設計照査・出来形確認
従来工法 ICT工法 差(ICT-従来)備考

(計画より) (実績)

人員 施工法面求積 9人 1人 約4,000m2
作業日数 3日 1日
出来形確認 12人 2人 約5,300m
作業日数 4日 2日

ICT導入費用 UAV測量 不要 30万円
付帯費用 不要 10万円 データ処理

活用効果 人員 21人 3人 △ 18 -85.7%
施工日数 7日 3日 △ 4 -57.1%
費用合計 49万円 49万円 0

省人化 18人工
工程短縮4日
削減費用同等
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２．ICT施工（ICT建機の活用のみを行ったものも含む）
３．BIM/CIM
４．プレキャスト活用等の全体最適化により生産性向上に顕著な成
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i-Construction取組事例
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受信機

モニター

ブームセンサ アームセンサ

バケットセンサ
機体姿勢センサ

３DMGマシンガイダンス
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【従来工法】
測量待ち時間：１日/２ｈ
手元作業員：2名
施工日数：5月～10月末

【３DMG施工】
測量待ち時間：不要
手元作業員:不要
施工日数：5月～8月末

（2ヶ月短縮）

・手元作業員の省人化
・測量待ち時間の削減
・安全性の向上

２－１．３次元設計データの作成及びICT建機（３DMG）での施工。
クライミングBH（ICT・MG）での施工。
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２－３．クライミングBH（ICT・３DMG）での切土掘削及び
法面整形の従来工法との比較
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６－１．荷重判別装置『ペイロードメータ』土砂運搬運行管理『SMART CONSTRUCTION
Fleet』を活用し相互間で連動させて土砂運搬運行管理をICTで行う。

荷重判別装置『ペイロードメータ』 土砂運搬運行管理『SMART CONSTRUCTION Fleet』

重機内モニ
ター

荷重判別装置『ペイロードメータ』
は、積込み作業途中でも積込量が
一目で解る。これにより過積載を
する事無く作業を進める事ができ
るので、安全性の向上、交通障害
の解消に繋がる。

土砂運搬運行管理『SMART
CONSTRUCTION Fleet』は、ダンプ等の
工事車両の運行管理に使用します。
どこに何が走行・作業をしているとい
うことが一目で解り、現場の無駄を省
き目で見える安全管理を行えるため、
安全性の向上、施工管理の容易化が
図られる。

・安全性の向上
・交通障害の解消

・安全性の向上
・施工管理の容易化

●緑:OK ▲黄:注意 ✖赤:NG

６．ICTを活用した施工管理・工程管理
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ペイロードシステム

積込み履歴
●緑:OK ▲黄:注意 ✖赤:NG
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ペイロードシステム

従来方法の荷姿 ぺイロードシステムを使用した荷姿
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ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運行管理ｼｽﾃﾑ
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ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運行管理ｼｽﾃﾑ

ダンプトラック搭載カメラ



６－４．『Smart Construction Fleet』を使用した場合と従来管理方法との比較

表-2 ICT残土処理

3か月運用（稼働日数29日） 従来工法 ICT工法 差(ICT-従来) 備考
(計画より) (実績)

巡回人員 運搬路巡回清掃 1人 不要 統責者巡回のみ実施

巡回車輛 1台 不要 11.3万円/月
ICT導入費用 荷重判別装置 不要 15万円/月

付帯費用 不要 5万円/回 出庫時のみ1回
I-con導入費用 運行管理 不要 5万円/月 システム使用料

運行管理 不要 4万円/月 GPS機能付き端末4台

活用効果 人員 29人 不要 △ 29普通作業員
施工日数 29日 29日 0
費用合計 87万円 77万円 △ 10 -11.5%

省人化29人工
工程短縮同等

削減費用10万円
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１．3次元測量・設計
２．ICT施工（ICT建機の活用のみを行ったものも含む）
３．BIM/CIM
４．プレキャスト活用等の全体最適化により生産性向上に顕著な成
果が得られたもの

５．新技術活用のより生産性向上に顕著な成果が得られたもの

６．ICTを活用した施工管理・工程管理
７．i-Constructionに係る担い手確保・人材育成
８．デジタル技術を活用し生産性向上に関し創意工夫に努めたもの

９．建設現場の生産性向上に顕著な成果が得られたもの

i-Construction取組事例
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７－１．弊社外国人技術者及び協力会社の２０代職員のi-Constructionの
学習及び実践経験の促進。

３Dデータ作成

TSでの測量実施

弊社外国人技術者弊社・協力会社の２０代職員

【DX推進室】
現場へのバックアップ
体制の構築。

3Dデータ作成（弊社職員）

3Dデータ作成
（協力会社職員）

現場での若手技術者への学習及び実践。

７．i-Constructionに係る担い手確保・人材育成
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